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平和の尊さ
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新進堂印刷

市の人□

（昭和52年8月1日現在）

世帯数41，570世帯
前月比32世帯増

142，481人

71，916人

70．565人
194人増

口
男
女
比

月
人
前 積面

戦
争
を
知
ら
な
い
こ
ど
も
た
ち
か
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
む
な
し
さ
、
そ
し
て
平
和
へ

の
誓
い
を
語
り
あ
い
、
「
平
和
」
に
向
っ
て
確
実
な
歩
み
を
は
じ
め
る
Ｉ
さ
る
八

月
九
日
、
東
宇
治
中
学
校
で
は
、
全
校
生
徒
八
三
一
人
か
臨
時
登
校
。
平
和
の
尊
さ

に
つ
い
て
語
り
あ
い
ま
し
た
。

弾
が
埓
Ｔ
さ
れ
て
か
ら
三
十
二
周
年
。

多
く
の
死
者
を
出
し
て
戦
争
は
終
り
碑

し
た
が
、
い
ま
や
、
戦
争
を
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
世
代
が
国
民
の
過
半
数
を

占
め
、
ａ
ａ
＆
ｐ
。
れ
ば
、
戦
争
や
原
爆

も
遠
い
昔
の
こ
と
に
な
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
東
宇
治
中
学
校
で
は
、
昭

和
四
十
二
年
に
、
京
都
ユ
Ｔ
ｖ
Ｋ
ｎ
協
会

の
視
察
団
の
一
員
と
し
て
沖
縄
を
訪
問

し
、
戦
争
の
悲
惨
さ
、
苦
し
み
を
目
の

あ
た
り
に
見
て
以
来
、
「
こ
の
悲
劇
を

再
び
く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
学

校
あ
げ
て
平
和
教
育
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

こ
と
し
も
、
長
崎
に
原
爆
が
盤
ト
さ

廊
下
に
展
示
さ
れ
た
原
爆
の
資
料
を
み
る
東
宇
治
中
生

れ
た
九
日
に
は
全
校
生
徒
が
体
育
館
に

集
合
。
三
年
生
の
一
井
周
知
さ
ん
ら
九

人
の
グ
ル
ー
プ
が
修
学
旅
行
で
訪
ず
れ

67．29平方キロメートル
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た
広
島
の
原
爆
被
災
地
と
し
て
の
強
烈

な
印
象
を
、
「
平
和
の
尊
さ
Ｉ
広
島

に
学
ぶ
Ｉ
」
に
ま
と
め
て
発
表
Ｊ
自

平
和
の
像
前
で
も
黙
と
う

宇
治
市
平
和
都
市
推
進
協
議
会
（
会

長
＝
島
田
市
長
）
で
は
、
終
戦
の
日
の

八
月
十
五
日
、
正
午
か
ら
一
分
間
、
市

役
所
玄
関
横
の
平
和
の
像
に
向
つ
て
黙

と
う
。

分
た
ち
が
見
た
り
、
調
べ
た
り
し
た
こ

と
を
後
翼
た
ら
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

平
和
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と

呼
ぴ
か
け
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
各
ク
ラ
ス
ご
と
に
教
室

へ
も
ど
り
、
戦
争
や
原
爆
に
つ
い
て
話

し
あ
い
を
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
を
作

「
録
音
や
フ
ィ
ル
ム
を
見
て
、
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
の
旅
体
を
知
っ
た
」
「
い

大
気
な
ど
自
然
科
学
部
門
の

ま
の
日
本
は
本
当
に
平
和
な
の
だ
ろ
う

か
」
－
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
活
発
に

出
さ
れ
、
今
の
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
あ
い
ま

し
た
。

環
境
調
査
始
ま
る

さ
る
八
月
一
日
か
ら
、
京
滋
バ
イ
パ

ス
予
定
ル
ー
ト
の
環
境
調
査
が
は
じ
め

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
京
滋
パ
イ
バ
ｙ
環
境
対
策

協
議
会
（
庄
司
光
会
長
）
で
決
定
さ
れ

た
調
査
内
容
を
、
宇
治
市
の
指
示
で
、

つ
づ
い
て
、
棋
島
町
吹
前
、
菟
道
酉
隼

上
り
、
宇
治
川
右
岸
な
ど
七
地
点
で
調

査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
九
日
か
ら
は
、
騒
音
と
振
動

に
つ
い
て
も
調
査
が
は
じ
ま
り
、
さ
き
一

に
調
酉
偏
要
領
の
決
っ
て
い
る
ら
然

事
業
者
の
日
本
道
路
公
団
が
行
っ
て
い
Ｉ
科
学
部
門
か
ら
環
境
調
査
が
あ
い
つ
い

小
倉
町
で
行
政
懇
談
会

「
公
民
館
の
改
築
を
」

七
月
二
十
九
日
、
小
倉
壁
居
内

会
と
の
行
政
懇
談
会
が
小
倉
公
民
分

館
で
開
か
れ
、
交
通
安
全
対
策
や
道

路
整
備
、
環
境
整
備
な
ど
を
中
心
に

活
発
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
話
し
合
わ
れ
た
な
か
か
ら
、
市
民

の
み
な
さ
ん
に
も
関
係
の
深
い
も
の

を
選
ｂ
、
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
「
歩
道
上
の
電
柱
が
歩
行

者
を
危
険
に
し
て
い
る
。
通
学
路
で

も
あ
る
の
で
、
早
急
に
移
設
し
て
は

し
い
」
と
い
う
要
望
に
対
し
、
市
は

「
個
人
が
移
設
を
申
し
込
ん
だ
場
合

は
有
償
と
な
る
た
め
、
道
路
管
理
者

の
市
が
、
安
全
対
策
上
移
設
の
必
要

な
と
こ
ろ
を
関
西
電
力
と
電
電
公
社

に
申
し
入
れ
て
い
く
。
し
か
し
、
大

幅
に
移
せ
な
い
の
で
、
道
路
を
は
ず

し
て
民
有
地
に
び
転
の
場
合
は
地
元

の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
」
と
回

答
。ま

た
、
小
倉
公
民
分
館
を
改
築
し

問
か
ら
十
日
間
の
大
気
調
唇

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
つ
い
て
、

市
は
、
「
建
築
後
四
十
六
年
を
経
過

し
、
老
朽
化
が
著
し
い
。
ま
た
、
施

設
内
寮
も
貧
弱
で
あ
る
。
宇
治
市
総

合
計
画
に
は
、
第
二
次
生
活
圏
で
地

区
公
民
館
を
Ｉ
館
設
は
す
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
方
向
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
市
で
は
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
地

双
の
諸
団
体
の
協
力
を
も
と
め
、
現

在
の
場
所
に
仮
称
小
倉
地
区
公
民
館

を
新
し
く
建
築
し
て
い
き
た
い
。
こ

の
施
設
の
設
備
の
規
模
や
内
容
、
運

営
体
制
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
在
。

研
究
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

社
会
科
学
関
係
の
．

四
項
目
も
決
演

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

予
定
ル
ー

ト
に
あ
た
る

－ －

生
活
環
境
に
対
す
る
影
響

京滋バイパス

兼
子
教
遵
さ
ん

宇
治
市
自
治
功
労
者
の
兼
子
教
遵
さ

一
ん
（
宇
治
下
居
七
十
七
、
8
4
歳
）
は
、

ざ
る
八
月
五
日
、
老
衰
の
た
め
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

一
兼
子
さ
ん
は
、
大
正
七
年
に
薗
林
寺

掻
職
と
な
ら
れ
、
昭
和
二
十
三
年
に
同

‘
寺
の
責
任
役
員
を
歴
任
。
市
営
火
葬
場

建
設
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
る
な
ど
地

一
方
自
治
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
し
ん
で
ご
め
い
福
を
お

一
祈
り
い
た
し
ま
筧

ど
に
つ
い
て
把
握
す
る
。
こ
の
ほ
か

と
く
に
、
笠
取
地
域
で
は
レ
ク
レ
ー

シ
’
ン
施
設
・
土
地
条
件
・
伝
統
産

業
・
森
林
法
な
ど
の
規
制
状
況
・
地

域
の
整
備
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、
槙

島
地
ｓ
で
は
大
規
模
団
地
計
画
・
排

水
路
・
生
活
退
路
や
ａ
道
の
利
用
状

況
・
工
場
の
実
態
・
居
住
と
就
業
の

形
態
な
ど
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

土
地
利
用
・
産
業
に
対
す
る
影
響

が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
つ
い
て
テ
レ

ビ
・
ラ
・
ｉ
．
オ
の
受
信
状
況
を
調
査
。

師
日
照
に
つ
い
て
は
、
日
照
阻
害
の

ｉ
つ
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ま
ず
体
操
か
＆
（
昨
年
の
老
人
大
学
）

新
し
い
時
代
の
新
し
い
知
識
を

身
に
つ
け
て
い
た
だ
こ
う
Ｉ
－
と

こ
と
し
も
、
市
内
の
お
年
寄
り
を

対
象
に
、
八
月
二
十
五
日
か
ら
三

十
一
日
ま
で
、
市
民
会
館
三
階
大

会
議
室
で
老
人
大
学
が
開
か
れ
ま

す
。こ

の
老
人
大
学
は
、
変
動
の
激

し
い
時
代
に
社
会
か
ら
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
、
新
し
い
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

い
つ
ま
で
も
若
さ
を
保
ち
、
毎
日

の
生
活
を
豊
か
に
す
ご
し
て
い
た

だ
こ
う
と
開
か
れ
る
も
の
で
、
こ

と
し
で
十
二
回
目
を
迎
え
ま
す
。

老
人
大
学
の
日
程
は
下
の
表
の

と
お
り
で
、
い
ま
問
題
に
な
っ
て

い
る
老
人
の
生
き
が
い
や
福
祉
、

時
事
放
談
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
。時

間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九
時

か
ら
十
一
時
半
ご
ろ
ま
で
で
、
始

8月25日から

市民会館で

お
年
寄
り

の
広
場

め
の
十
分
間
ほ
ど
は
老
人
体
操
か

行
わ
れ
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各

地
区
の
喜
老
会
の
会
長
さ
ん
ま
で

百
円
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

喜
老
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
市
役
所
の
福
祉
課

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

月日 －アーマ 講・師

8月25日
（木）

開会式
社会の風 浄土宗野島宣道さん

8月26日

（金）
健やかな

くらしのために 宇治保健所長岸田英夫さん

8月27日

（土）

老人の

生きがいについて

元養護老人ホーム洛南寮長

和田弘之さん

8月29日

（月）．
これからの老人福祉

同志社大学助教授

井岡勉さん

8月30日

（火）

老人クラブ

活動について

京都府老人クラブ連合会

活動推進員小林芳夫さん

8．月31日
（水）

時事放談
閉会式

社会評論家藤野福雄さん

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室

自
動
払
い
制
度
で

納
税
を
便
利
に

■
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

■
や
ん
ち
ゃ
坊
主
の

の
び
の
び
広
場

預
金
か
ら
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る
「

税
金
の
自
動
払
い
制
度
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。

こ
の
税
金
の
自
助
払
い
は
、
銀
行

や
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
な

ど
の
金
融
機
関
に
口
座
が
あ
れ
ば
、

簡
単
な
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
利
用
で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は

納
税
課
、
ま
た
は
最
寄
り
の
金
融
機

関
の
窓
ロ
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■
市
税
の
出
張
受
付

▽
と
き
・
・
・
8
月
2
9
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ

木
幡
公
民
館
大
和
田
公
会
堂

神
明
公
民
館
開
公
民
館

広
野
公
民
館
且
椋
公
会
堂

今
月
は
市
府
民
税
第
二
期
分
の
納

期
月
で
す
。
（
納
税
課
）

水
道
の
技
能

資
格
者
試
験

宇
治
市
水
道
部
で
は
、
昭
和
5
2
年

度
の
買
任
技
術
・
技
能
資
格
者
試
験

を
9
月
2
2
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

受
験
を
ご
希
望
の
人
は
、
水
道
部

に
あ
り
ま
す
申
請
書
と
、
市
販
の
履

歴
書
に
写
真
二
枚
を
添
え
、
9
月
1

日
か
ら
ｃ
日
ま
で
に
水
道
部
庶
務
係

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

宇治商工会議所では日本商工会議所と共催して、来る11月6日に実施する検

定試験に備えて、次の要項により講習会を開催いたします。

検定試験を受験される方のみならず経理担当者。経営者等広く一般め方もと

ぞって受講されますようお奨めします。

記

残 暑 お 見 舞 い

申 し 上 げ ま す

の毎週月・火・木・金曜日、午後9月8日（木）～11月4日（金）

6時～9時（30日間90時間）

宇治商工会議所

期間及時間
1

毎日の生活を豊かに

老人大学

場
料
格
切

資
締
講
講
込

会
受
受
申

申込方法期ａまさに受講料を添えｔ宇治商工会議所までお申込み下さい。

なお、詳細は宇治商工会議所電話ｃ3101番までお問合せ下さい。

一
一
一
一
参
Ｃ
4
Ｃ
Ｏ
＾
Ｕ
＞
Ｃ
Ｄ

宇治市政だより印刷工場

㈲新進堂印刷所
宇治市県通りＳ22－3Ｏ24㈹

中
高
年
齢
者

心
身
障
害
者

職
業
訓
練

京
都
府
で
は
、
中
高
年
齢
者
と
心

六
十
五
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

身
障
害
者
の
人
に
、
能
力
に
適
し
た
㈲
安
定
し
た
職
菓
の
な
い
こ
と

恥
業
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
ｒ
そ
・
心
身
障
害
者

の
就
職
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

▽
訓
練
科
目

・
染
色
科
・
・
・
繊
維
、
織
物
等
の
染
色

と
、
織
物
整
理
等
に
お
け
る
技

能

・
染
色
補
正
科
・
・
・
繊
維
、
織
物
等
の

よ
ご
れ
落
し
、
染
角
一
補
正
、
お

よ
び
仕
上
げ
に
お
け
る
技
能

▽
受
講
資
格
＝
・
京
都
府
内
に
住
ん
で

お
ら
れ
、
次
に
あ
て
は
ま
る
人

で
す
。
た
だ
し
、
過
去
一
年
以

内
に
職
業
訓
練
を
受
け
た
人
は

除
き
ま
す
。

・
中
高
年
齢
者

哨
年
齢
は
お
お
む
ね
五
十
歳
以
上

哨
職
業
訓
練
施
設
に
通
校
し
て
訓

練
脅
受
け
ら
れ
る
こ
と

㈲
症
状
が
固
定
し
て
い
る
こ
と

そ
の
ほ
か
、
技
能
の
修
得
に
強
い

熱
意
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
訓
練
修
了

後
は
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
さ
れ

る
こ
と
を
希
望
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

訓
練
は
、
京
都
繊
維
染
色
高
等
職

業
訓
練
校
（
京
都
市
上
京
区
黒
門
通

一
条
上
る
弾
正
町
七
三
二
番
地
）
で

行
い
ま
す
。
受
け
ら
れ
る
人
に
は
、

訓
練
期
間
中
、
訓
練
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
保
険
法
に
よ

る
求
職
者
給
付
金
の
受
給
資
格
の
あ

る
人
に
は
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま

す
。
お
申
し
込
み
期
間
は
、
中
高
年

三
種
混
合
予
防
接
種

日
程
が
一
部
変
更

・
菟
這
公
民
館
・
小
倉
公
民
館

（
8
月
3
0
日
）

・
東
宇
治
幼
稚
園
（
8
月
3
1
日
）

な
お
、
新
し
い
日
程
は
九
月
一
日

発
行
の
市
政
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
（
保
健
衛
生
課
）

齢
者
が
1
2
月
ま
で
、
心
身
障
害
者
が

狛
一
月
ま
で
で
、
お
近
く
の
公
共
職
業

安
定
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
く

わ
し
く
は
、
京
都
府
民
生
労
働
部
労

政
訓
練
課
（
電
話
Ⅲ
－
Ⅲ
‐
8
4

4
8
番
）
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

養
護
学
校
送
迎

バ
ス
侍
合
所

大
久
保
に
完
成

向
ヶ
丘
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
る

身
体
障
害
児
や
そ
の
保
護
者
か
ら
強

く
要
望
さ
れ
て
い
た
、
養
護
学
校
送

迎
バ
ス
待
合
所
が
こ
の
ほ
ど
、
大
久

保
町
田
原
の
府
浚
宇
治
淀
線
陥
晟

Ｉ
Ｉ
。
さ
る
八
月
八
ａ
、
身
体
障
害

児
と
保
護
者
を
は
じ
め
養
護
学
校
の

先
生
方
、
教
育
長
な
ど
、
約
二
十
人

が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。依

田
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と

小
学
部
四
年
生
の
石
塚
昌
宏
君
が

児
童
・
生
徒
を
代
表
し
て
、
「
こ
れ

ま
で
雨
の
日
な
ど
は
ベ
ン
チ
に
も
す

わ
れ
ず
、
お
母
さ
ん
の
背
中
で
パ
ヌ

を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の

お
か
げ
で
、
立
派
な
バ
ス
待
合
所
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

お
札
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
パ
ヌ
待
合
所
は
、
＝
ン
ク
ジ

ー
ト
敷
に
鉄
パ
イ
プ
を
埋
め
込
ん
だ

骨
組
み
に
、
あ
ざ
や
か
な
黄
色
と
緑

価
】
の
テ
ン
ト
を
張
っ
た
丈
夫
な
も
の

で
テ
ン
ト
内
に
は
約
八
人
が
す
わ
れ

る
ベ
ン
チ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
待
合
所
を
実
際
に
使
う
の
は

忌
覇
の
は
じ
ま
る
九
月
一
日
か
ら

で
、
子
供
た
ち
も
新
学
期
を
心
ま
ち

に
し
て
い
ま
す
。
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